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Abstract 
Synoptic climatological analyses associated with the large day-to-day variation of air temperature 
around Germany in winter were performed based mainly on the NCEP/NCAR reanalysis data for 
2000/2001 to 2010/2011 winters, with an interest in the relationship to the “seasonal feeling” in 
“Fasnacht”, the festival for driving the winter away.  The intermittent appearance of the extremely cold 
days with rather large day-to-day variation in winter as pointed out by Kato et al. (2017) for around 
Germany was seen also to the north and to the east of Germany.  According to a case study for the 
2000/2001 winter, such large daily mean temperature fluctuation was closely related to the intraseasonal 
variation of the Icelandic low with about one month period, i.e., while the temperature around Germany 
was relatively higher at the eastward shift phase of the Icelandic low due to the strong warm air advection 
by the SW-ly wind, the temperature was extremely low there when the Icelandic low was weakened and 
retreated westward.  
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させながら ESD（Education for Sustainable Development）
的な視点も併せて育むことを狙って，高等学校や大学
での授業開発研究も行なってきた（加藤・加藤・佐藤









/ 岡野貞一 曲），《花》（武島羽衣 詩/ 滝廉太郎 曲），
《朧月夜》（高野辰之 詩/ 岡野貞一 曲）等に表現さ
れる，まさに九州〜関東での「春本番」の季節感だけ
でなく，冬から「春本番」へと移行する早春や（例え
ば，《早春賦》（吉丸一昌 詩/ 中田章 曲），《ウグイ




















































































経度格子点。Kalnay et al. 1996）の日平均値を用いた。






























（2010 年）1 月 13 日付の『報道発表資料』では，2009
第 1図 日平均地上気温（𝑇𝑇2m）（℃）の時系列を，2000/01















年 12 月〜2010 年 1 月初めにかけてのヨーロッパ，シ
ベリア〜東アジア，北米における異常低温のイベント
が報告されている。また，平成 24 年（2012 年）2 月





リンの例では（図略），12 月 17 日〜21 日にかけて，
日平均気温，日最高気温，日最低気温ともに，平年よ
りそれぞれ約 5℃以上低い日が持続し，特に 19 日〜
20 日には，日最高気温も−10℃を下回っていた。その
後，平年並みかやや高めの気温に戻るが，1 月 2 日〜
12 日にかけて，再度，日平均気温が平年よりも 5℃程

























































































第 5 図 日平均海面気圧（SLP）（hPa）の時系列を，













1971 年〜2010 年で平均した 850hPa 等圧面（地上約
1.5km）における気温と風ベクトルを第 7 図（左）に，
また，その期間平均の気温と風ベクトルから算定した





−𝐕𝐕 ⋅ ∇𝑇𝑇 = −1a � 𝑢𝑢cos𝜙𝜙𝜕𝜕𝑇𝑇𝜕𝜕𝜆𝜆 + 𝑣𝑣 𝜕𝜕𝑇𝑇𝜕𝜕𝜙𝜙�
のようになる。正値が暖気移流，負値が寒気移流とな
るように表示した。本研究では，NCEP/NCAR 再解析
第 7図 （左）850hPa面（地上約 1.5km）における気温（𝑇𝑇850）（℃）と風ベクトル（𝐕𝐕850）（m/s）の分布。1971〜2010
年の 1 月で平均。（右）1971〜2010 年 1 月の平均場の気温と風ベクトルの場から算定した 850hPa 面における水平温度移
流（−𝐕𝐕 ⋅ ∇𝑇𝑇850）（℃/day）の分布。正値が暖気移流，負値が寒気移流を示す。 




















季節内変動もみられる。第 8 図は，第 3 図でドイツ付
近の気温の時系列を例示した期間を含む 2001 年 1 月
〜4 月について，北欧付近の緯度帯である 55〜70°N
で平均した日平均海面気圧の時間経度断面である。ド
イツ付近の経度である 10°E を破線で示した。 









ドイツ付近の 50°N/10°E での，2000/2001 年冬にお
ける 850hPa での日平均の東西風（𝑢𝑢成分）と南北風（𝑣𝑣

























































































している。例えば，第Ⅱ章で紹介した 2009 年 12 月〜
2010 年 1 月初めにおけるヨーロッパ，シベリア〜東
アジア，北米での異常低温では，北極振動指数























ったり弱まったりする，NAO (North Atlantic Oscillation，
北大西洋振動)と呼ばれる振動は良く知られている

































































































Hurrell, J. W., 1995: Decadal trends in the North Atlantic 
Oscillation and relationships to regional temperature and 
precipitation. Science, 269, 676–679. 
Kalnay, E., M. Kanamitsu, R. Kistler, W. Collins, D. Deaven, L. 
Gandin, M. Iredell, S. Saha, G. White, J. Woollen, Y. Zhu, A. 
Leetmaa, R. Reynolds, M. Chelliah, W. Ebisuzaki, W. 
Higgins, J. Janowiak, K. C. Mo, C. Ropelewski, J. Wang, 
Roy Jenne, and Dennis Joseph, 1996: The NCEP/NCAR 40-



































 ドイツ付近における冬の日々の大きな気温変動に関する総観気候学的解析 17 
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